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－　１　－

―  雑司が谷駅構内遺跡解説板　展示替え  ―

2009 年秋に新しくなった東京メトロ雑司が谷駅構内の遺跡解説板

東京メトロ副都心線 雑司が谷駅構内の遺跡解説板が 10 月に展示替えさ

れました。前回は遺跡全体についての概説でしたが、今回はテーマを中世

の遺構と遺物に絞っての詳しい説明となりました。見つかった遺構は道の

跡と地下式坑。これらの遺構やその周辺では、中世の土器や陶器、中国か

ら輸入された銭、板碑などが出土しています。いずれも中世という時代を

特徴付ける重要な意味を持ったものです。ここでは、それぞれがどのよう

に重要なのか説明しましょう。そして、より豊かに中世という時代をイメ

ージしていただければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　（両角まり）

道の跡…中世には東海道・東山道といった古

代からある大幹線に加えて、個々の地域を

つなぐように新たに道が設けられていきまし

た。そこには地域と地域が網の目のようにネ

ットワークされていった様子を垣間見ること

ができます。



－　２　－

藤堂家染井屋敷の発掘調査　続報

が見学に訪れ、また多くの方々にご協力を頂いた

ことで、大変盛況のうちに終わることができまし

た。心からお礼を申し上げたいと思います。　　

　　　　　　　  　　　　　　　　　（高木翼郎）

前号でご紹介しました、染井遺跡三菱地所駒

込四丁目第二マンション地区の続報をお届けし

ます。後半では藤堂家染井屋敷に特有の堀や掘

立柱の塀のほか、新たな発見が相次ぎました。

方形竪穴は興味深い遺構のひとつです。床に

は石が等間隔に据えられており、何らかの土台

として使われたようです。江戸時代後半から明

治初頭まで機能していた堀や、複数の塀も発見

されています。大

名屋敷がどのよう

に使われたかを示

す貴重な発掘調査

となりました。

またこの調査で

は遺跡見学会を

10 月 10 日に三菱

地所株式会社のご

協力により、豊島

区教育委員会が主

催いたしました。

約 200 名 も の 方

地下式坑…地下式坑は地中深くに掘られた穴で、中世に盛んに造ら

れました。集落の周辺に造られることが多く、人々の旺盛な活動を

示しています。

中世の土器や陶器…愛知

県常滑産の陶器の大甕、

三重県伊勢地方の土器の

破片などが出土しました。

遠く東海地方にまで及ぶ

物と人の交流を示してい

ます。

板碑…板碑は板状の石で造られた供養塔です。その登場と盛行は、

中世仏教の新しい供養のあり方と民衆への広がりを如実に反映して

います。

見学会では実際

に調査中の堀も

見ることができ

ました

方形竪穴。半間（約 90cm）間隔

で礎石が並んでいます

江戸時代の陶磁

器や伊賀焼など

の出土品の説明

を聞く見学者



文化財展 2009 が終了しました

前号にてお知らせした「豊島区の文化財展

2009」は、11 月 13 日に無事に終了しました。

今回は鬼子母神の参道脇に展開した料理茶屋

を展示のテーマとしました。出土資料から江戸時

代の料理茶屋の雰囲気を伝えるにはどうしたらよ

いか頭を悩ませながら準備しましたが、いかがで

したでしょうか。

埋蔵文化財を守る仕事は発掘調査や整理報告

だけでなく、埋蔵文化財がどうして大切なのかと

いうことを伝えることがとても大事です。文化財

展は場所や期間の制約はありますが、埋蔵文化財

が持つ豊かな情報を知ってもらえる貴重な機会で

す。今後も埋蔵文化財に親しめる展示を企画した

いと思いますので、来年も楽しみにしていてくだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　（山田俊輔）

上：出土した魚の骨

下：推定復原した大き

さの鯛パネルを貼って

います

勤労福祉会館の講座「遺跡が語る豊島区の姿」でも展示の

見学をしました。資料を前に解説を聞くとより理解も深ま

ります

－　３　－

　平成 20 年 10 月１日から平成 21 年 9 月 30 日までの事業と、これに伴う会計収支をご報告いたします。

発掘調査では、豊島区教育員会と連携して区内 29 か所で合計 34 件の埋蔵文化財試掘調査・本調査を実

施しました。これにより新しい事実が明らかになり、地域の歴史を考えるうえで新しい知見を得ることが

でや、きました。雑司が谷遺跡では鬼子母神参道沿いの料理屋跡のほか、長崎一丁目遺跡においては区内

初となる古墳時代後期の竪穴住居を一棟の発掘調査などといった大きな発見がありました。報告書作成に

つきましては『巣鴨町ⅩⅡ』（第２分冊）が刊行されています。普及啓発事業では染井遺跡、雑司が谷遺

跡で発掘速報の掲示や、区役所ロビーにて「谷端川流域にひそむ遺跡」と題した展示、東京地下鉄副都心

線雑司が谷駅構内の遺跡解説板の設置と保守点検などを行っております。人材育成につきましては、毎年

夏季に行なっている体験発掘「Let's try ！ 考古学」は、この時期に適当な発掘調査が生じなかったため、

次年度早々に実施することとなりました。

　平成 22 年度の事業も、文化財の保護・普及啓発活動等に力を入れてまいります。

平成 21年度事業報告・会計収支報告



－　４　－



～ 事 務 局 よ り ～  

－　５　－

平成２１年度　決算をご報告いたします。

会計収支計算の結果、２５１円の収益が前年度繰越額と合わせて１２４，７１２円

となりました。正会員・賛助会員様の会費は主に発送手数料が多く支出し、前年度繰

越額と合わせて９８，９９９円となりました。これに伴って、今年度は郵送分の「つ

たのは通信」をカラーバージョン化など、楽しい企画を考えていきたいと思っており

ます。こんな事をしてほしいなどご希望がございましたら、ご意見などをメールにて

お寄せください。

今年度も特定非営利活動法人としま遺跡調査会をよろしくお願いいたします。



－　６　－

石川日出志 著　2008 年　新泉社

定価：1,575 円（税込）

全ては、一個の壺から始まった

書籍紹介

　普段、テレビや新聞などで弥生時代を扱ったものを

見ると、たいがい「卑弥呼」や「邪馬台国」という単

語を見聞きする。また、弥生時代の始まりが 500 年

位さかのぼった、というニュースが世間を騒がせたの

も記憶に新しい。ともあれ現在、弥生時代とは、本格

的な農耕社会が成立した紀元前後の数百年間を指す言

葉として使われている。しかし、弥生時代が紀元前後

の昔であるとなぜ分かったのだろう。また、その時代

に農耕が始まったとなぜ言えるのだろうか。そもそ

も、なぜ「弥生」時代なのか？「農耕社会成立」時代

とか「邪馬台国」時代ではいけないのか？？結局のと

ころ、現在の弥生時代に関する認識は、長年の考古学

研究によって積み重ねられてきた結果であり、また通

過点に過ぎない。だから将来「弥生時代」とは違った

名称で呼ばれる日が来

るかもしれない。少な

くとも過去には、縄文

文化も弥生文化も、さ

らには古墳文化も同時

代に存在したとする考

えもあった。本書は、

こうした過去の研究を

たどり、現在の弥生時

代観がどのように形成

されてきたのかを分か

りやすく紹介している。

全ては 1884（明治 17）

年、文京区弥生町出土の

一個の壺から始まった。
　モ調査員が現場で遭難！（笑）　しかし

人を笑わば穴ふたつ。おも取り残された

ことがあります。結局、携帯電話で救出

してもらいました（泣）。

　　　　石川 日出志 　著　

『「弥生時代」の発見　弥生町遺跡』

　
「つたのは通信」の由来 ： 蔦は大きな樹ではありませんが、生命力が非常に強い植物です。この蔦の葉が周囲の樹木や　

　建物につたい茂るように、多くの人に遺跡の楽しさ、大切さを知ってもらいたいとの願いを込めて会報の名としました。

　また、染井遺跡を代表する大名屋敷である津藩藤堂家の家紋としても、馴染み深い植物です。

〒 170 - 0002　東京都豊島区巣鴨３- ８- ９　巣鴨複合施設 201 号室

　　    Tel・Fax　03-3915-6962　　　　E-mail　tics389 ＠ a.toshima.ne.jp

　　　 ホームページアドレス：http://www.toshima-iseki.org/

編集・発行
【編集後記】

　祝！増ページ！　秋はイベントが多い

ので、会誌の内容も盛り沢山です。編集

の仕事も山積みです（泣）。今年度もよろ

しくお願いいたします。　　　（担当：お）
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イラスト：島村篤子　　　マンガ：モ


